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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】
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～月見だんご～

「月見だんご」と聞くと、真っ白の丸いだんごが、ピラミッドのように積まれて

いる様子をイメージする方が多いのではないでしょうか。

実はこれは、関東を中心にみられる月見だんごで、丸い形なのは、満月に

見立てたからだと考えられています。

一方、関西では、里芋のようなしずく型で、周りに小豆あんを付けた

月見だんごが多くみられます。京都でも十五夜には関西風の月見だんごが

食べられています。旧暦 8 月１５日、十五夜は秋の豊かな稔りに感謝する日

でもあります。中秋の名月は、この時期に収穫される里芋をお供えしたこと

から「芋名月」とも呼ばれ、この里芋の姿になぞらえた楕円形のおだんごに、

こしあんをかぶせたものが、京都ならではの「月見だんご」です。京都では

その月見だんごを「きぬかつぎ ( 衣被 )」とも呼びます。平安時代以降の

女性が頭に衣を被った姿に似ていることから、皮ごとゆでた里芋と、里芋を

模した京都の月見だんごがそう呼ばれるようになりました。昔から続く季節の

風習に触れると、いつもの十五夜も少し特別に感じられそうです。


